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＜連絡事項＞
・特記事項無し。
＜入院・入室状況＞
【ユニット移動】
・八木田　勝則様：東Aユニット15号室→東Bユニット3号室
・下村　光子様：東Aユニット11号室→東Bユニット1号室

【部屋移動】

・中村　聡様：東Aユニット9号室→東Aユニット15号室
・和田　昌様：東Aユニット15号室→東Aユニット9号室
・小笠原　久年様：東Aユニット14号室→東Aユニット11号室
・服部　英喜様：東Bユニット2号室→東Bユニット3号室

【退院】

・庭田　美紀子様：13:00青山荘入所の為、東Bユニット1号室より退院。

【転入】
・松谷　さと子様：西Aユニット46号室→東Aユニット15号室
【転出】
・山田　晃大様：東Bユニット3号室→西Bユニット29号室

【入院】
・袴田　隆裕様：東Bユニット2号室

＜患者様連絡事項＞
・村山　吾朗様～指示のゼプリオン水懸筋注150㎎施行している。
・八木田　勝則様～指示のエビリファイ持続性水懸筋注400mg(右臀部)に施行している。
・奈良　ソヨ様～入院後の食事形態が糖尿病食18単位(1440kcal、ご飯)になっているが、昨日昼～本日朝迄食事摂取量は各食数口と少ない。栄養スタッフへ相談し、栄養スタッフより主治医への確認。明朝から糖尿病食18単位→ハーフ食・メイバランスミニへ食事形態変更となる。
・杉若　シズヱ様～現在食事形態が常食(普通盛り)・常菜だが、食事摂取量のムラが見られている(2/3～数口)。ユニット担当スタッフより食事形態変更の検討依頼あり。栄養スタッフへ相談し、本日昼より、粥・キザミ食へ形態変更し様子を見ていく事とする。
・是川　志郎様～大川SWより連絡あり。本人のケアマネ(寿楽荘・千野様)より架電あり、介護保険の期限の更新の為、本人の病棟での生活状況やADL等の情報を確認したいとの事で、病棟スタッフより説明行っている。調査日程については、千野様の方で再度SWと連絡を取り、日時設定していく事とし、終話している。
・工藤　禮子様～田中Drよりバルンバッグに関して以下見解(電子カルテ診療録より抜粋)。『ハルンバックの件。家族と相談の上、経口利尿薬でのコントロールでできる限りで治療経過しています。毎日体重を言計測して頂き42Kｇがキープできている様子ですので尿管カテーテルでの尿量計測がなくとも体重測定で目安がつくと思います。今後極端な増量があるときはさらに心機能の低下あるいは感染症などの合併による心負荷が加わった時と想定できます。今度自己抜去あれば再挿入は不要です。また本人の自尿がはっきりしているようでしたらバルーン抜去で様子を見ること可能と考えます。安静の必要上からあまりトイレに何度も動き回られたくはありませんが。」
・高橋　登様～左目の充血確認されており、疼痛訴え、午後のOT途中退席している。主治医へ情報提供し、レボフロキサシン点眼液1本処方となる。

＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・立花　圭様～時間隔離中(20時～6時)。他者との口論で落ち込みあるもすぐに回復している。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施。開放後、全裸でホールに出て来られ、徘徊する事や他室侵入等の迷惑行為も見られる為、時間早めて開放観察終了している。入室後、時折奇声上げる場面あるが、自傷行為は無く経過。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・袴田 将志様～時間隔離中(20時～6時)。多弁性無く落ち着いている。対話は法に関連した妄想言動で、それ以外の話題にはならない。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
＜要注目患者様情報＞
・和田　昌様～大声で叫び他者を威嚇する行動が目立ち、9号室に移動となっている。移動後は放尿、放便あり。変わりなく大声での叫びは持続している。
・小笠原　久年様～突然大声で壁叩き激しく見られ、女性患者様を威嚇する行為もあり、11号室へ転室している。転室後も不穏さ持続し大声と激しい壁蹴り見られていたが、徐々に落ち着いている。

・中村　聡様～ほぼ自室で過ごし、不穏な様子は見られていない。
・下村　光子様～穏やかに過ごされており、転室後も不穏となる事なく過ごされている。架電要求なし。
・飯岡　未来様～朝・昼拒食。朝食後薬も中々嚥下しないなど、拒薬的な行為もあり。指示の点滴はトラブル無く終了している。
・久保　興介様～ホールにて立位でテレビを鑑賞しながらラジオ体操の様な動作を繰り返す様子がある。スタッフの存在に気が付くと「あっ、すみません」と話される。奇異行動見られているが、妄想に関連した発言や解体した発言はない。
・木村　格治様～高圧的な言動無く、妄想言動もなし。身体的な苦痛の訴えなし。
・飯岡　裕子～バイタル異常・酸素飽和度低下無し。各食1/3～数口の摂取。むせ込みや嚥下不良さは無く内服行えている。フェイススケールは4。血尿・黒色便確認されている。悲観的発言や顔色不良さも持続しており、ナースコールもあるが、都度対応にて落ち着く事は出来ている。
・石田　信幸様～悲観的発言やアルコールに関連した訴えは無く、対面時も落ち着いている。ARP導入可の指示にて来週13日(月)より開始予定で現在スケジュール作成中。

＜深澤Dr.診察情報＞
・飯田　修子様～臨時薬のゾテピンの処方切れあり、主治医へ報告し、同内容で14日分処方となる。
・飯岡　裕子様～指示の点滴(ハロペリドール(5)1A+生食100ml)の処方切れあり、主治医へ報告し、同内容で14日分処方となる。
＜入院患者様情報＞
日　　時：R2.7.8　16:31
氏　　名：袴田　隆裕（はかまだ　たかひろ）様

生年月日：昭和52年10月10日（42歳）

病　　名：統合失調症

合 併 症：不眠症、心身症、神経症、うつ病

性　　別：男性

主 治 医：田名部Dr

入院形態：任意入院

病　　棟：東病棟Bユニット2号室

(経過）

　R2.7.6夜に大量服薬を行って意識障害にて八戸市立市民病院に搬送されている。その後徐々に意識は回復してきていた。本日母様が同院担当医と話して、本日16時同院退院を指示されている。母様としては今回の希死念慮に対して不安がまだある為、当院での入院加療希望あり。16：20当院受診。今回の大量服薬を受けて希死念慮とうつ状態の加療を行う必要性について主治医より説明し本人了解されている。16:31東病棟Bユニット2号室へ任意入院となる。
【備考】
・家族洗濯
・入院当日は持参薬の服用や臨時薬の処方はせず、様子観察。不眠時の頓服薬としてブロチゾラム錠（0.25）1T　3回分処方となっている為、不眠時には使用するようにとの事。
・牛乳・牡蠣アレルギーあり、栄養スタッフに情報提供していく。
・持参薬の鑑別は7/9実施予定。
